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はじめに
　大川記念奨学基金の助成により，アメリカシーメ
ンス社トレー一一一ニング＆ディベロップメントセンター
にて海外研修を受けたのでここに報告します．
　講師はシーメンス社インストラクターのマーク
ブラウン氏です．
　この講i習はAMERICAN　SOCIETY　OF　RADIO－
LOGIC　TECHNOLOGISTS認定のCATEGOLY　Aコ
ースです．
研修目的
1）アメリカにおけるMRIの原理及び撮影技術
　の習得
2）シーメンス社MRI装置の見学及びソフトウ
　ェアの実地研修
研修内容
　1）MRの基礎的概念
　人間の細胞の元となる原子内では，電子の軌道運
動，軌道電子の自転，原子核の自転の3つの運動が
存在し，このうちMRが対象とするのは原子核の
自転である．荷電粒子が運動しているときには，そ
こに磁場が形成される．原子核がある軸を中心に自
転しているときには，それを1つの磁石として扱う
ことができる．これを特に核スピンとよぶ．この話
をもとにブラウン講師の講義が始まり，水のプロト
ンがMRIのimagingに大きく関与していることが
わかる．
　2）磁気共鳴
　核スピンしている原子にある特定のエネルギー
（RFパルス）を与えると共鳴現象を起こしその原子
特有のエネルギー（MR信号）を出しMRIの元と
なる．
　3）緩和とコントラスト
　原子がMR信号を出す仮定でどこでその信号を
捕らえるかによってMRイメージのコントラスト
が決まる．これをT1緩和，　T2緩和と呼びそれぞ
れT1強調像（Tl　weight），　T2強調像（T2　weight）
と呼んでいる．これは基本的な撮像法で現在ではそ
の他さまざまな撮影法がありここでは省きます．
　4）MRイメージングの基礎概念
　さてそれでは，1枚のスライスはどうやって作る
のでしょうか？これには機器的なことも絡んで大変
複雑です．ブラウン講師の話は，順序だてられてい
てわかり易く話されていました．
　5）パルスシーケンス
　今回の研修ではSE法，　SE（double　echo）法，
高速SE法，　GE（2D）法，　GE（3D）法のパルスシ
ーケンスについての講習であったが，シーメンス独
自の技術を使ったものも含まれており，興味深かっ
た．
　6）ソフトウェア　オーバービュー
　この講義では実際の機械を教室に置きソフトウェ
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アの細かい使い方の説明がなされた．驚いたのは1
つ1つ丁寧に時間をかけて教える教育姿勢である．
今現在，本病院でも使っているため大変役立つもの
である．
　7）安全管理とシステム　オーバービュー＆デモ
　　ンストレイション
　MRIは放射線被爆もなく安全であるとよく言わ
れるが，実際にはRFパルス等高周波を使用してお
り例えれば電子レンジの中に人が入るようなもので
取り扱いには細心の注意が必要である．また撮影室
内は高い磁場を使用するため金属がミサイルのよう
に飛んでいく（ミサイル効果）事もあり入室にも気
を配る事が大事である．ビデオと機器の見学の講習
であったがあらためて使用する側の安全性に対する
認識を強めた．
　8）モーションアーチファクト除去及び新しい撮
　　影技術
　MRIは動きに対する影響が大きく患者さんの体
動はもちろん血流や髄腋の流れ（フロー）心臓の心
拍による動きにより画像が劣化する．これを除去す
るためにはプリサチレーションやトリガーをかけて
撮影したりシーメンス独自の動きに強い撮影テクニ
ック（GMR）を使う．どの部位でどういつだ疾患
で使うかをよく考慮しなくてはならない．
　そして，新しい撮影技術として脂肪抑制法，
MTS，マルチプランナーリコンストラクション，
MR　ANGIOGRAPHY，エコープランナーイメージ
ング等についての講義が行われ全24名の生徒たち
が熱心に講義に耳をかたむけ自分がわからないこと
は即座に質問し，昼食をとりながらのディスカッシ
ョンをしていました．
おわりに
　シーメンスMRI装置（magnetom　symphony）の
稼働に伴い，アメリカ（ノースキャロライナ，キャ
リー）シーメンス　トレーニング＆デベロップメン
トセンターにてMRIの基礎原理から最新の撮影技
術までの講習とシーメンス社製MRI機器のソフト
ウェア並びにハードウェアの実地研修及び，安全管
理とデモンストレーションを受けた．
　近年，MRI装置はハードウェアの小型化，ソフ
トウェアの大容量化に伴い目覚しい進歩を遂げてい
るが基本的な原理を再確認することは勿論，最新の
撮影技術を知る上で重要な役割を果たすと考えま
す．今回の研修では1～17項目に渡る講習を受けま
したが，まだMRIには研究段階の部分も多く残さ
れており，検査の効率化と共に今後の課題として受
け止め患者さんへのより良い医療の為に，この研修
を有意義なものにしたいと思います．
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